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秋の野山で、アケビの美 しい

うす紫色の実を見つけましたか。

この実が熟するまでに、このア

ケビにはいろいろな自然の ドラ

マがあったことでしょう。

春、花の咲 くころには、その

香 りに誘われてハナバチたちが

たくさん訪れました。若い芽に

はアブラムシが・……そしてアリ

たちが生活の場 として利用して

いました。

アケビコノハ。この大 きくて

美しいガもアケビの葉を盛んに

食べました。何回もアケ ビのつ

るは葉を全部食べ られてしまい

ましたが、アケビコノハの幼虫

が姿を消すころには、また新し

いつるを伸ばして茂ってきます。

このようイこ、植物イこ深 くかわ)

わっている生 きものたちの生活

を合せて観察するのも楽しいも

のです。

私たちは、とか く大 きな実を

つけた季節にしか、アケ ビを見

上げない、関心を持たない……

ということにな りがちです。

花 も虫もみんな、生 きるか死

ぬかで、一生けんめいなのです。

そんな姿を、静かに見守ってい

きたいのです。
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会員紹介 2

私

生い立ちと自然観

知多半島の生家は、庭木

に恵まれ、家に飛んでくる

虫や草花と遊べる環境であ

った。鎮守の森は、黒々として、恐ろしくもあり、

木登 りなどのできる楽 しい所で もあった。国には

タガメなどの昆虫が多かったが、フナ以外は見向

きもしなかった。海でカレイの稚魚をゴム靴です

くった事 もあった。今か ら思 うと、嘘のようであ

るが、この頃の体験が現在の自然の状態を比較す

る時の基準となってしまうのである。父の転勤や

自分の勤務で、都会、純漁村、農村、純山村の暮

らしを体験 した私は、本当の自然はどんな所かが

少しはわかるような気がする。

人工環境に育つ子供たちにも自然を体験させな

ければ、自然保護感は培われにくいと思う。自然

観察会の意義はこんなところにもあるのではない

力)。

植物採集からカメラ狂となる

進学のお祝金は植物図鑑に化け、図鑑や採集案

内書を見ては山野へ出かけた。短時間になるべ ぐ

多く歩き、手引書の記載事項の確認 と標本づくり

のためによく採集をした。

昭和28年の春、段戸山でシャクナゲを二た抱え

も切 う取って帰る採集家に出会い、唖然 とした。

私 も小規模であるが同類の人間であることを反省

した。その頃は自然保護はあまり叫ばれていなく

採集を気にしない学者が多かった。友達が名古屋

城内のマルバチシャノキの枝を折るのを見て、採

集は、場所 と量と繁殖力を吟味しなくてはならな

いと思うようになった。

その後、この友達 と意識的に疎縁 となり、なか

まを失なった私は、一人で各地へ、カメラを持っ

て観察に行 くようになった。採集を控え、なるべ

くカメラで記録 しようとしたが、花の色や細かな

部分の記録に時間がかか り、費用の点で も大変で

あった。

然

竹内哲也 (副 会長 )

観察が自分を守ることを知る

子供のとき父か ら、火山の恐ろしい話や、腹部

を地面につけている野生動物は噴火を予知 して数

日前に移動する話を聞いた。真偽は知 らないが、

動物は人間より賢いところもあると思 うようにな

った。今で言えば指標生物の事である。

伊勢湾台風のとき、観察や観測が恐怖を取 り除

いてくれた。気圧をグラフにしたり、風で倒れる

樹木を懐中電燈で観察したり、瓦の破片が建物に

当たる音の向きなどを調べていた。台風のさなか

そんな事を楽しんでいる馬鹿者があるかと、お叱

りを被 りそうであるが、平均風速33物以上のとき

に高台にある木造校舎の防備は手が着けられなか

ったのである。冷静に観allや観察をした結果、「こ

こは危いか ら逃げよう」という同僚を説得して思

い止どまらせたのが幸いした。 (風 向きが反対に

なって、避難予定地の杉の大木が倒れ、下敷 きと

なるところであった。 )気圧、風向、風速の測定、

動物や植物の観察をしていた御蔭で命が助かった

とも思っている。

そんなこともあって自然観察の重要なことに気

付き、益々観察にのめりこんでいった。

自然観察指導員講習会を受講してから

自然の理解の仕方には、自然をマクロに見ると

いう生態的な見方や、採集 しなくて も観察できる

ことが多いことなど、今まで何となく思っていた

ことを講習会で明確に指導していただき感謝して

いる。そして、考え方の違いから失ってしまった

採集友達のかわ りに、本物の自然愛好家の指導員

の方々と行動を共にしたり、話を聞かせていただ

いたりできるようになって、嬉 しく思っている。

現在考えねばならないのは、 どうしたら自然を

守 りなが ら自然に触れていくかとい うことである。

自然観察会 と自然研究 とは、区別して考えないと

研究が行き詰まるとも思 う。しかし、採るは盗る

につながることがあ り、観察の観るは診るである

と思うのである。
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特集 ・郷上の自然

身近な自然について

執筆 山本尚三

1. はしめ1こ

「あっだめ、そのシーソー乗っちゃだめ。」

「どうして、かなちゃん乗りたいのに。」

「はらね、ここが折れてるでしょ。おっこちち

ゃうからね。」

電気 ・ガスの普及で、たきざ取 りのために出に踏

み込むこともなくなった。様々な日用品の材料と

して使われた竹 もプラスチック製品の出現やそれ

を短時間の うちに求めに行ける交通の発達で見捨

てられ、竹細工の技術 も失われかけている。以前

す ぐ近 くの公園で 3才 になる娘 と交わした言葉  は、自然は四季の変化を知るだけでなく、くらし

である。ジャングルジムの上台 も回 りの上が雨で  に取 り入れる必要か ら、経験的ではあるがかな り

流されぐらぐら。プランコの鎖 も切れたまま、ポ  質の高いふれあいがあったように思われる。それ

プラとクロマツの幼木が 5本 、フェンス沿いのッ  とともに自然の恵みに対する感謝の気持ちや畏敬

ツジが10数本。20坪はどのこの公園で、すべ り台  の念 も育んでいた。

だけが娘の楽しめるものだった。そのすべ り台 も   それでは、身近な自然の消失や忘却の中で生ま

夏の日には熱 くてふれることもできないはどだっ  れた都市的生活者にとって、自然はどんなものに

たことがある。つい最近、開設以来初めてかと思  なって きたのだろうか。

われる修理がされ、この公園通いが娘の日課 とな   それは、一方で自然志向の増大 となって現われ

っている。しか し、子どもたちの遊び場がこんな  ている。古来、花見や紅葉狩 りなど自然を賞でる

ものでいいのだろうか。 対象 としてきたのは都市住民である。近年は、キ

私は、愛岐丘陵の一角に造成 された団地に住ん  ャンプやスキーなどレジャーの場 としても重要な

でいる。ここへ移ってきたころは、緑がいっぱtr 扱いをされている。しかし、このような自然志向

で喜んでいたのだが、急増する児童生徒のために  のために、多 くの自然破壊を生んでいるというの

山林がつぶされ 4つ の小中学校が建て られた。通  は皮肉なことである。今一つは、都市的生活の支

学路はほ装 され、小川にはフェンスが張 られた。  えとして重要視されていることがあげられる。森

駅付近の回はうめたて られて駐車場や商店がつく  林の洪水防止や水源かん養など環境保全的効果が

られている。ゴミ捨て場 となっている雑木林。汚  認識 されてきたのは最近のことである。

泥のたまった雨水貯留地。ここへ雨水が流れこむ   このように都市化の中で自然の重要性はますま

と真っ黒な汚泥が勢いよく小川へと流れ出してい  す増大しているわけだが、このきっかけとなった

く。その」W11もコンクリー トで護岸がされている。 身近な自然についてふれてみたいと思う。

自然が豊かだと喜んでいた環境 も急速に失われて   2.身 近な自然の大切さ

きた。これが都市化といわれるものの一面である。  自然は、わたしたち人間にとって不可欠の もの

都市化してきたのは生活環境ばか りではない。  であり、その効用は全ての人々が享受すべきもの

生活様式 もそうである。くらしに必要なもののは  である。その程度や質は多種多様であると考えら

とんどを買い求めるという都市的な生活様式は、  れるが、子どもたちにはより高い ものが要求 され

カプトムシゃメダカまで商品にしている。自給自  るだろう。なぜなら、子 どもたちは、人間形成の

足の生活の中で保たれていた自然とのふれあいは  途上にあ り、ここで形成されたものがその後を左

農山村でもかなり少なくなってきたようである。  右するからだ。自然の持つ教育力には他の もので
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代替のきかないものが多い。「自然に親しみ育っ

た人間こそが、世界の平和も青い地球も守ること

ができる。」との考えは多くの賛同を得るだろう。

その子どもたちの成長にはくうかえしがとても

大切である。「もう、カエデの葉が赤くなっちゃ

ったよ。」 ということばには、若薬のころや落棄

後の様子をも想い浮かべた豊かな表現である。こ

んな表現ができるには、何度もカエデの変化の様

子を見ていなくてはならない。くりかえしは、同

じことのくりかえしばかりではない。子どもたち

自身も日々変わっているし、接するものもじっと

していない。この豊かなくりかえしの中に習熟 も

発見 もある。豊かな感性 も思考力 も行動の仕方 も

身について くるのである。

子どもたちのくりかえし接することのできる自

然、それは『身近な自然』である。未熟で車など

の移動手段を持たない子どもたちのことを考える

と一人一人の子 どもにとっての身近な自然は本当

にわずかである。 3才 になる娘について言えば、

狭い庭と散歩コース沿いにある人手をいく重にも

かけた自然?しかない。それも認知力が乏しく事

故の心配か ら保護者つきの散歩の中で、どれはど

自分の ものにしている

ことか。

近年、各地に大規模

な公園ができているが、

そこは子どもばか りで

なく若い者か ら年寄 り

まで快適に過 ごせるよ

うに創 られたものがあ

る。せめてこれが家の

近 くにあればと思 うの

デご力S・…・・・。

自然の効果は、豊か

な自然はど大きい。で

も、身近でなくては、

その愚恵を受けられな

いのだ。身近だか らこ

そ大切なはずなのに、

それがどんどん消失し、

遠 くの もの人工のもの

で代用されるという今

の方向に問題を感じず

にはヽ` られない。

3.都 市化と

その自然

以前は、豊かであっ

た身近な自然の破壊 ・

消失のスピ
ー ドや範囲

は、近年特に著しいよ

うに思われる。調べて

みるとそこには、意図

的なものがあると分か

二酸化炭素吸収

L _ _ _ _ _ _ _ _酸 素供給

~~ ~十 一 ― __ _一 ― 高温化阻止

十 一一 _十 一 ― ___保 健

―一一 一 ―一一 ― 風致 ・景観
一 ――一 一――レクリエーション

ー ー ー ー ー ーーー ー快適さ
~十 一 一 一 十 一一環境指標

― 一 ― ― 一 一 一 気温緩和
十 一 一 _十 一 _ 湿度維持
~十 一 十 一 十 一 ― _防 霧
一 ― ― 一 一 ― ― ―

木力) げ

― ――防風
[::検

ユけ魯[

「こ■■こここニエ
な
が望肝士

'一 一―火災延焼阻止一十 一 避難地
~~一 十 一 ___塵 挨吸着
~~~~― 十 一 一 _汚染物吸着
十 一 ____~騒 音阻止

~~~~一 十 __崩 壊阻止
~~~~~― 十一 ___侵

食防止
――一―――一 十一― 落石防止

一 一 ― 一 一 一 一 ― ― ― ― ― ― 野生鳥獣保全

一――洪水緩和一― ― 洪水防止
一一―渇水緩和一 一 ―千害防止
~~~~一 十 一 ―水質保全

一 ―一一 ― 一 ― ― 侵食防止
― ―一― ― ― 一―崩壊防止

森林生態系の活動と環境保全的効果の位置づけ (只 木、1982)

現存量増大

群落構造発達

地上部の発達

地下部の発達

動物の生息と消費

土残浸透力
保水力発達

土壊生産力増大
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大規模な土地区画整理事業が計画されている名古屋市志段味地域

■

・‐‐●‐綿
は
ユ

ヤ，本翌ふ朴様Ｔ
ッん

った。

それは、都市計画法 (昭 和43年施行 )に よるも

のである。この法律は、「健康で文化的な都市生

活及び機能的な都市活動を確保するための土地の

合理的利用を図ること、都市の健全な発展 と秩序

ある整備をし、国上の均衡ある発展 と公共の福祉

の増進を図る」ことのためにできたもので、時代の

流れともいえる都市化を計画的に進めようとする

ものである。そして、都市計画では、市衛化を促

進する市衛化区域と,抑制する市街化調整区域を設

けている。この二つの都市計画区域は、更に細分

化された地域 。地区 。衛区を指定 し、様々な都市

施設を配置するようになっている。この計画を実

施するために行われるのが、土地区画整理事業で

ある。この事業は、都市計画の母 ともいわれるも

のなのだが、その実施には問題 となる身近な自然

の破壊を伴っているのだ。区画整理されたところ

が、以前の面影を大 きく失っていることをみれば、

自然破壊のすさまじさが推察できる。

地図に示 した名古屋市守山区の吉根 ・志段味両

地区は、今この事業が始まったばか りであるが、

近い将来には周辺地区のようになっていくだろう。

この地区は、丘陵部にはコナラ
ーァラカシ群落

など8群 落 もの二次林、谷やため池周辺の湿地植

物群落を形成する小湿地が、平地には庄内川の氾

濫原の名残 りを残す広い湿地 ・住居と混在する農

耕地などがあり、都市化の中でまだまだ農村風景

を残した地区である。調査報告によれば、この環

境に依存する動物の中には、市レベルとしては天

然記念物に指定 してもいいような貴重な野鳥や昆

虫 ・二枚貝なども発見されたという。これ ら貴重

なものす ら、その保護の方策が十分にとられてい

かないのが現実とすれば、まず、その保護をとい

うことになろう。しかし、それでいいのだろうか。

わずかに残されたものが貴重であればあるほど、

地理的には身近かであって も、くらしの中では身

近でない自然になってしまうのではないだろうか。

愛知県は、こうした自然の消失をともなう市衛

1位 (愛知県 ) 位 3 位

計 35,231(124) 北海道 22,930 東京 16,558

施衛済 24,901(123) 北海道 18,771 東京 12,423

施行中 10,329(127) 埼 玉 6, 1 7 1 千葉 5β91

昭和60年3月 単位ha 愛知県の ()内 は全国シェア%

土地区画整理事業の施行面積

- 5 -



化区域内での土地区画整理事業の施行面積が全国

で最 も広 く、その整備率は331%で 、全国平均の

20.8夕と大 きくひらいている。土地区画整理事業

は都市計画上の必要性 もあり、重要な役害」を果し

ているだろうが、地域の環境に与える影響が大き

いだけに、将来を展望した慎重な計画が望まれる

のである。

4.都 市化の中での身近な自然の保全

都市化は、身近な自然の破壊、消失を招 く一方

各地に自然を売 うものにした行楽地をつくらせ、

開発の名で残されたはずの自然が破壊されている。

また、自然を求めて行 く人々にも自然に対する無

理解や無神経な行動が目まつ。今や
一人一人は力

のない子 どもたちまでが、特定の自然に集中する

ため自然への加害者となっている。このような脱

都会的で非日常的な自然 とのふれあいでは、子ど

もたちの豊かな感性や知性を養 うことも日 の々やす

らぎや うるおいのある生活を送ることもできない。

私たちは、ここで脱都会的な自然志向のあり方や

その是非についてはもちろん、身近な自然の保全

について考える必要があるのではないだろうか。

では、都市化の中で身近な自然を保全していく

にはどんな施策や問題があるだろうか。

最 も大切なことは、祖先から受け継いだ自然を

日々の生活圏の内に残した町づくりをすすめるこ

とである。そのため、緑地保全地区の指定や土地

利用規制が行われているが、その効果は大 きくな

いようだ。例えば、緑地保全法などによる土地の

買い取 りは、この20年位に全国で440″ク・買収総

額 424億円である。都市計画図を見ると緑地保全

地区の面積はごくわずかであるし、住居地域と生

産緑地地区は分離されている。市衛化区域では、

農地の宅地転用は容易であるし、山林の消失をも

招いている。市街化の出林は宅地としての潜在価

値に基づいて相続税が課されるので、果樹園など

の農地にかえられるのである。こうしたことか ら、

山林の保全については、税の減免や管理費の援助

を受ける緑地協定を結んだり、ナショナル トラス

トによって守ろうとい う動きが出ているところも

ある。ありふれたごく小さな自然まできめ細か く

残す努力を官民一体 となって進めていきたいもの

である。

これまでの町づくりは、みるかげもないはど自

然を破壊し、そこに人工的な新しい町をつくり出

してきた。川や山までもつくりかえられている。

川すじをかえ、サ11底をさらえ、堤防はコンクリ
ー

トで垂直に近い護岸工事がされ、さらにさくがめ

ぐらされて人を寄せつけない。山は木を切 り倒 し

地面をけずり取 り谷をうめたてて町がつくられて

いく。最近、都市公園にもよく工夫されたものが

できて きているが、それでも人工物や取ってつけ

たようなものばか りが目につき、どこかおかしい。

豊かな川に面していながら川で遊べない河川敷公

園。丘 も小川 も池 も緑 もあるのだが虫 も鳥 もいな

い公園。そこにあった自然をもっと生力)し、 これ

まで共存してきたたくさんの生き物たちと続けて

共存しふれあえる町づ くりができないのだろうか。

また町づくりには、失った自然を取 りもどす努

力 も必要である。近年、都市の緑化や河川の浄化

などさまざまな取 り組みがされている。これ らは

自然の復原に向けて強く推 し進めなければならな

いことである。小さな幼児のためには、狭い草原

細い野道で十分である。遠いところでなく家の庭

先に家の近 くに、豊かな変化をみせてくれる自然

がはしい。自由にふれあえる自然がほしい。大入

たちの目線や感性に合わせただけの緑化や浄化で

はヽヽけないよう1こ思う。

しかし、自然を保全し、子孫によい環境を残 し

ていくことは、行政だけの仕事ではなく、その地

域に住む人々の自覚 と生活の仕方に深くかかわっ

ていることも忘れてはならない。

都市化の中で環境ばか りでなく私たち自身 も都

市化されていたようだ。豊かな自然の中で調和の

ある生活ができるよう自然を深 く理解 し大切にで

きる人を育て、新 しい生活様式にあった自然 との

ふれあいの方法を求めなくてはならないようだ。

昭和韓年時点 単位% 植生自然度調査から

土 地 利 用 の 状 況

全 県 尾 張 西三河 束三河

自 然 林 等 1 2 0 7

二 次 林 126 23 1

人 工 林 35 2 6 7 35 6 610

草 地 0 1

農 地 等 29 5 38 6 28 0 22 5

市 衛地等 21 2 44 5

計 100 0 100 0 100 0 100 0
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会 員 広 場

リレー投稿

自然 とのふれ あい

外山有一 (尾張旭市 )

私の生まれ育 った所は尾張旭市南部の本地ケ原

という軍隊の演習場跡地の開拓地である。地形上

開墾 しに くく残 った、湿地、ササ、ススキの草原

クロマツ林を主体 とした植生で、植物学的に見る

と本当に貧相なものであり、貧 しい開拓地のことと

て、日々の生活に皆手一杯で、動植物の名前を教

えてくれる先輩 も、親 もいなかった。 しか し今振

り返えって見ると、小 さな小川での魚取 り、湿地

に生える、モウセンゴケのビンクのかわいい花、

シラタマホシクサの群生、秋の月見には、キキョ

ウ、 ワレモコウ、ススキを取 りに行 った車原など

が次か ら次へと思い起 こされてくる。名前も知 ら

ず生態への知識 も関心 もなか ったが、自然に囲れ

て育 ち、心の安 らぎを感 じていたことだけは確か

である。

この地へ大学入学以来 15年振 りに帰 ると、土地

区画整理が進み、市街化区域 となり毎月のようた

新築の家が生れつつある。地形上農業的に利用さ

れなかった原野 もほぼ埋め立て られ、昔の面影は

今は残 されていない。後年、自然に関する少 しば

かうの知識 を身につけた私には、幼い頃とは違っ

た意味で淋 しく感ずる今 日此の頃です。

そんな中で嬉 しいことが 1つ だけあります。子

供の頃、珍 しい石を探 し求めて河原を歩いた矢田

川です。当時は陶上の残洋により白濁 した流れで

魚 も見 られず 、川 とはきたない ものというイメー

ジでした。現在は谷間の渓流 とは言えませんが、

水は透明に近 くかなり浄化されて来ております。

又冬鳥の休息場 となっているのを昨年初めて発見

して少々びっくり

しました。今年の

春先の手帳
一コガ

モ、カルガモ、ハ

シブトガラス、セグロセキ レイ、ケリ休 浴び中)

ハシブ トガラス (水浴び中 )、 カシラダカ、オナ

ガガモ、コサギ、スズメ、 カ ワラヒワ、身近 な

観察地に出合 ったうれ しさから、度度出かけて楽

しんでおります。

自然観察会 に思 う

高瀬和之 (西尾市 )

私は西三河の南部に位置する西尾市に住んでい

ます。自然が大好きく ○○植物研究会、○○○

野鳥の会、西三河の自然を知る会 (西 三河支部 )

に所属 し、探鳥会、植物観察会、自然観察会 と時

間のゆるす限 りどの会に も参加をしています。

どの会の指導者 も自然に対する素晴 しい考えを

もっており、なおかつ人間 としても立派な人々ぱ

かりです。野鳥の会の人達は 野鳥を中心に植物

や昆虫など幅広い視野で自然を見詰めている。 し

か も、しっか りした記録 をしているし自然保護に

対する関心が強い。

自然観察指導員の開催 している各支部の自然観

察会に も参加 させていただきました。 どの支部に

も独自性があり自然観察の方法 もまちまちであっ

たが、どの指導員 も熱心であることだけは共通 し

ていたと思 います。

どの会の人々も「自

然を大切にしよう」と

いうことを目的 とした

指導をしている。 「採

集はいけない 」とか「今までの自然観察会ではい

けない 」と言 う意見の方 もいるが、私は自然観察

会はこの方法でなければならないと定まったもの

はないと思 っている。時には採集 もよ砿 時には

冒険 もよいと思 う。なぜな らどの指導者 も自然を

破戒 してもよいと思 って採集 をしている人に私は

会 ったことがないか らである。 自然物から受ける

強いED象を人々の心に残すことが大切であろう。

ただし採集をして指導できる人は植物や昆虫の生

態をよく理解 している人でなければならない。

自然観察の指導で大切なことは、自然に興味を

もたない人々に自然の素晴 しさを知 ってもらうこ

とだと思います。
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一歩下 が って

高橋康夫 (豊橋市 )

10月上旬、伊良湖岬付近 で、県委託の自然観察

会が、よい天気の中、一般参加者85名、指導員な

ど19名の参加を得て開かれました。

観察会の進め方は、「サシバの渡 り」「風景 ・

地質 」「海浜植物 Jな ど 6つ のポイントに指導員

による解説者がつき、参加者の回ってくるのを待

ちます。参加者 も6つ の班に分れ、各班には別の

指導員が道案内役となり、ポイントをコースにそ

って判司す る形です。  ィ

ポイントでの解説は事前に下見され、準備 もよ

く、わか りやすい大きな図や表があったりして、

参加者に好評でした。

この会に、予定外で加わり、解説のしかたにつ

いて感 じたことは、参加者にわかってもらお うと

するあまりしゃべ りすぎた り、考える余裕を与え

なかったり、話題をたくさん提供する点でした。

これは客観的立1/」で言えることであって、自分

も渦中へ入れば同じ状況であると反省 している。

解説者が一方的に押 していけば、参加者はさが

ってしまうだろうか ら、解説者が前へ出るのでは

な く一歩下がって、参加者に前へ出てもらう配慮

が必要であろう。

自然観察は現物にすこしでも近づいてよく見よ

と言われるが、そのような状況づくりを解説の中

でしなくてはな らないと感 じた 1日 であった。

リレー投稿は、投稿者が次の投稿者を指名 し、

順に続けていくものです。 (内 容は自由 )

次回は、荒巻敏夫、武田芳男、鳥居友春の 3名

の方にお願いします。 (字数 500字程度 )

食 うことと遊ぶ こと

佐藤国彦 (日進町 )

極東の小さな島国である日本が経済大国と呼ば

れ、先進国の中の先進国として知 られるようにな

っています。私のような年代の者でも、牛馬で田

を耕 していた り、薪で風呂をわかしていた時を覚

えており、それと比べるとまさに隔世の感があり

ます。人々の暮 らしも良 くなり、下層階級 といえ

るような者は見 られないかのようです。

こうした社会を築 きあげて、日本人は満足 して

いるでしょう。しかし、はたして我々はこのまま

このようなや り方を進めてい ってよいでしょうか。

私たちが今の繁栄を得たのは、何かを失ったから

であり、また何かがプラスになれば、どこかがマ

イナスになるものです。

開発によ り、快適な生活を手に入れる代 りに、

自然や澄んだ空気を失ないます。激 しい労働なし

に収入が得られるならば、額に汗する感覚 はなく

なります。また、私たちが富んでゆくことは、ど

こかに貧 しいものをつ くりだしていることになら

ないで しょうか。後進国がいつまでも貧 しいこと

と今の日本は無関係でしょうか。

中流の生活をしている者にとって恐 ろしいのは、

人並みの生活ができなくなることです。食 うのに

困る訳ではないのに、人の持 っている物が持てな

くなり、人と同じ着物が着れなくなることに耐え

られないでしょう。かくして、私たちは人に負け

ないように走 り続けなければな らなくなります。

それは子供達の生活にも影響 していきます。勉強

をしな くては人に負けてしま う。人並 みの成績を

とるためには遊んでいてはいけなも、 皆が負けな

いように勉強すると、それだ|1人並みになるのが

大変になります。その一方で何かが失なわれつつ

ある訳です。

今の子供達が、本当に喜々として遊んでいる姿

をはとんど見ることはないような気が します。子

供ばか うか、大人でさえも遊びに熱中することは

少いでしょう。それでいて、我々は本当にうまい

ものを食べているのでしょ うか。
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支 部 だ よ り

名 古 屋

◎指導員交流会の夕べ 8.30～31

星空の観察、於半田市科学館 (参加 6名 )

村松さんの指導により夏の夜空に星の姿を追い

求め、遅 くまで観察を行 った。科学館の屋上にあ

る大きな反射天体望遠鏡での観察で、土星と木星

の姿は特に印象深く険に残った。これに多くの方

々の参加があれば交流会の目的は更に大きくなっ

たと思 う。

半田市内で泊った翌日は、武豊町の壱町田湿原

に行く。狭い場所ではあるがシラタマホシクサ、

シロバナナガバノイシモチソウなど貴重な湿原の

花が咲き、すばらしい眺めであった。この湿原に

ついて武豊町の関係者の非常な努力での保護活動

には頭が下る思いである。このような場所は指導

員 として是非一度は見ておくべきであろう。

◎天白公園予定地の自然観察会  10.門(AM)

天自社教センター前に集合した参加者は19名。

快晴ではあったが、この秋一番の強い風の吹く肌

寒い日であった。その為か参加者の少い観察会と

なった。

2班編成で各班に 2名の指導員がつき添った。
さ

この場所は公園予定地であり、3つ の山と1つの

池で、その周囲は住宅地 となった市内に残された

貴重な自然地といえる。地元の「天白公園を考え

る会」からの数名の参加者 も含み、池周囲の短時

間の観察会であったが、林のつくりや成り立ち、

池の野鳥の状況などに、熱心な質問 もある良い観

察会であったと思う。

来年もさらに良い観察会が期待されるように頑

張りたい場所の一つである。

◎八事興正寺のミニ観察会  (毎月第 1日曜日 )

=股 参加者が少く、指導員どうしの研修の場の

ようになってしまつている。参加されていない方

も是非一度訪れて、他の指導員の自然の見方を参

考にしたり、気楽に話をしてみては如何。

知 多 支 部

07.30 上野公民館自然観察会 於油田池

「この草は利尿にいいんですょ・…・・。若葉の頃

つんで食べるとおいしいですょ・・・」キラリと光る

おかあちゃんの目。 「この虫は×××といって水

の浅い ところが好 きです。…・ち よく見て、どんな

ふうに泳いでいるかみてみま… 」という前に「は

ら先生のいうことをよくきいて、名前をちゃんと

覚えておくのよ。 」またまた、おかあちゃんの声。

夏の親子公民館行事の一環 として組まれた、東

海市上野公民館わき、油田池での観察会。子ども

だけが、親の熱心 さにはだ されて、理科の勉強に

と無責任にはうりこまれるのとは少しちがって、

子どもたちに も、自然をみようとする意識は多少

あったようだ。が、それにも増 して、おかあちゃ

んパワーの強 さをなんとなくかん じさせる夏の半

日であった。

08.8 夏の夜空の観察 半田空の科学館

08.20～ 22 子供教室 主催阿久比町公民館

09.28 大府市ニツ池自然観察会

右をみると見上げるばか りの中学生、左をみる

とまだまだかわいい小学生。残暑ののこる9月 28

日5市 1町 (大府、東海、知多、半田、常滑、阿

久比 )の緑 の少年団の交歓会 ということで、今

年は大府市のニツ池公園で行なわれた。

マツ、ヨナラ、ニセアカシアの林の中、 ちょっ

ぴ り涼をかんじたり、道なき道をとおるやぶこぎ

を して道 に出た らくもの巣だった。 そこでつい

でにくもの巣談議などという一幕 も。

さっそうと喜び勇んで池の中を、たもでさぐっ

てみて も思 うような
“
獲物
"は
みつけ られずに、

なんとなくふ り回 した網 の中 にショウジョウト

ンボがはいってびっくり。観察会に意外なことは

つきもので、観察会最終地点でのマツパず もうや

アメリカヤマゴボウの染色やら、 ヒシの実に舌づ

つみをうつ姿は、新人類の野生 をわずかにかん

じさせた。 というのが、終わっての感想だが、緑

にさしたる興味をもたない、 ジャンケンに53い集

団 =緑 の少年団のもつ意味は一体なんだろう。

09.12 虫の音を聞く会 阿久比町公民館(石田 肇 )
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東 三 河 支 部 奥 三 河 支 部

10.5 伊良湖岬自然観察会 一般参加85名      輸事経過〕

確過〕 O牛 の滝 自然観察会 (ユ 宮町 ) 10.5

当日は快晴。サシバの渡 り観察には良好の日の   指導員 も初の観察地で、ぶっつけ本番で行った

為、恋略ケ浜周辺には全国から多くの人が来てい  が、参加者も少数 (7名 )であって、マンツーマ

た。ポイント制をとり、班 リーダーがポィントに  ン方式で出来て幸いであった。

誘導することにした。ポイントが長い場所ではや   殆んど秋の植物観察に費 したが、在来種と帰化

や忙 しかったが、スムーズな運営が行われた。昼  種との区別が判然 としたのがよい結果を得た。

食は班ごとにとったが、昼食を持たないで参加し   この地方に、このような自然環境がまだ残って

た人も何人かおり、年後の運営ではやや支障をき  いたことは、有意義な観察会であった。

たした。時間どおり集合でき、まとめに入った。

ポイントで説明に使った図がこの時大変役に立っ    m域 の出来事〕

た。

酷導員の反省等〕

9.14 ヒガンバナ開花

108 セィタカァワダチソウ開花

。実年パワーというべき時代の到来を感じる。家   10.11 奥三河地方で局地的に雹が降ったが、農

族づれも夫婦二人が多く、それに対応できる自然     作物の被害は少なかった。

観察会を考える必要がある。 1013 コノハズク1羽、桜渕公園にて死体で発

O参加者、内容の点からも大成功./ 時間調整に     見する。ハリオアマツバメを鳳来寺山自然

苦労 したが、ポイント指導者の協力でうまくいく。    科学博物館で保護。

O初 めて班 を担当して ドキ ドキであった。下見で  lo郷  この地方全域で降霜。

教えてもらった動植物です ら「?」来ていただい  1021 秋の虫終鳴。

た方に申し訳なかった。ポイント解説者が神様に  lo 30 豊川用水水源の宇連ダム貯水率42%と な

見えた。 る。このまま、まとまった降雨がなければ

O自然観察会の参加者にベテランが増えているこ     年内に0と なる恐れあり。

とも対応を考えなければならない。人気ある観祭   1031 この地方全域で降霜。

会にしていきたいもの。

レンケートから〕  数字は人数

①参加者の住所

東三河 -19、名古屋-14 西三河 -8

尾張 -8、 知多-3、 岐阜-1

②観察会参加の経験

初めて-29、 2回 目-7、 3回 目-7

4回 目-6、 5回以上 -4

③比較的良かったポイント

磯の生物一拠、サシバー21、海浜植物-17

風景 ・地形-12、小鳥-9、 風衝林-7

④観察会を希望する月

3～ 4月 -6、 5-6月 -11、 7～ 8月 -5

9～ 10月-19、 11～12月-5、 1～ 2月-4

(支部会報から)

(本村 滋 )

会員広場のカット

Oカ ルガモ (淡水ガモ類 )ほ かのカモと違

って雌雄同色。国内で繁殖する。顔に特

徴ある2本 の黒線がある。

。オナガガモ鉄 水ガモ類 )体 もくびも細長

く、雄の尾が長い。冬鳥 として多数渡来。

Oマ ガモ (淡水ガモ類 )雄 の頭は緑色光沢

のある黒で、白いくび輪がある。

Oキ ンクロハジロ(淡水ガモ類 )雄 の後頭部

に垂れ下った冠羽がある。脇 と腹は白い。

(どれがどれかな?)
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観察 と研究

渓Ｈ風

岡田慶範 (足助町 )

香嵐渓の中にある飯盛山には多 くの植物が生活

しています。 カタクリ、キクザキイチ リンソウ、

ニリンソウ、ナルコユリ、マルバコンロンソウな

ど数 えればきりがありません。 この植物たちが咲

ききそう春はもうすぐです。 この春は、ぜひ飯盛

山まで足を運んで ください。あなたの心を魅了す

る何かがあるはずです。

飯盛山とモミジ

飯盛山は標高が 254物 あ り、古代の人々が信

仰の対象 とした山です。山頂には鎌倉時代から南

北朝時代にかけて足助氏の城であった飯盛山城の

跡があります。また眠下には足助の町並みが広が

り、遠 くに目を移せばほぼ同 じ高さの山々が続い

ています。

香積寺は応永 34年 (1427年 )に、足助氏

の居館跡に創建 された曹洞宗の寺で、かっては常

に数十名の雲水が修学に励んだといわれています。

今から350年 前に、飯盛山香積寺十一世の住

職 である参栄和尚が般若心経を一巻 となえるごと

に、カエデとスギを 1本 ずつ植え、 モミジの名所

としての現在の礎を築いたと伝えられています。

その後何度か増殖 され、現在では 11種 類数千本

のモ ミジがあ ります。

次に、各月ごとの植物を中心とした飯盛山の様

子をみましょう。おもに山の西～北の斜面にはえ

る植物を中心にまとめてみました。

3月

寒かった冬が終わりを告 t六 太陽の光がだんだ

んとまぶしくなると、植物たちの芽生えがはじま

うます。ヤマネコノメソウ・ヤマルリソウ。キブ

シなどが咲 きはじめます。しか し、 この時期は何

といってもカタクリの花で しょう。上旬か らシミ

のついた葉を 1枚 ひろげはじめます。これはまだ

花の咲かない もので、中旬 くらいから花芽をかこ

んで2枚 の葉が出はじめ、下旬 ごろか ら花を咲か

せはじめます。ちょうど学校が春休みのころ、う

すいピンクをしたかわいい花を咲かせます。花盛

うは 1週 間 くらいです。旭町や下山村のカタクリ

の花に比べると、少 し色が うすいようです。また、

年によって、花の美 しいときとあざやかさが欠け

るときがあります。

このカタクリが花を咲かせる場所は、知る人ぞ

知るという限 られた人しか知 らなかったのですが、

数年前から新聞などで宣伝するようになり、多 く

の人たちが訪ずれ るようにな りました。そのため

か、観察する道幅がだんだん広 くなってきたり、

新 しもヽところに道ができたりしてきま した。今は、

中に入れないようにロープがはられました。カタ

クリが種か ら花をつけるまで 6～ 7年 はかかると

言われています。

『もののふの 花乙女 らが 汲みまで う 古井

の上の 堅香子の花 』

と大伴家持が歌 っています。

この時期には、キクザキイチリンソウも咲いて

います。アネモネのイ中間で、日を受けて花を開 き、

夕方や雨の日には花を閉 じてしまいます。朝日を

あびて開いている花は、何 ともいえない気品があ

ります。

4月

カタクリの花がおわるころになると、訪れる人

総ギギギギ林
の中 ゑ

Ｒ

程む鮮あ
S月 月

ぬ よムなおお な ０

カタクリの生活史
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か謳
西町駐車場

予
慈

Ｎ
Ｉ

飯盛出山頂
Q 254m

ビジターセンター

がめっきり少なくなります。ヤマザクラかのつきり少なくなります。ヤマザクラ・カスミ

ザクラなどのサクラの仲間や、アベマキ・コナラ

などのブナの仲間、 イロハモ ミジなどの樹木が葉

を広げ花を咲かせるようになります。それにつれ

て地面に届 く光の量がだんだん少なくなってきま
｀

す。次に花を咲かせる植物たちが生長 してきます。

ホウチャクソウゃナベワリは山のふもとから中

腹あたりに、チゴユリは中腹か ら頂上にわ対すて分

布 しています。エリンソウの群落は西町駐車場の

上に見 られ、ヒトリシズカは頂上に登る道から少

しそれて、横道に入ってい くと斜面に群落をつく

つてはえています。写真におさめるなら、咲 きは

じめが一番よいでしょう。以前にカタクリの群落

の近 くにウラシマソウがはえていたのですが、い

つの間にかなくなってしまいました。

カタクリやニリンソウは春にしか見 られません。

これは木々の葉や他の植物が葉を広げない早春か

ら晩春にかけての数週間 をせいい っぱい生きて、

残 りの期間は地下茎や球根だけとなって地下で休

眠をしているのです。このように、早春他の植物

に先がけて花を咲かせ、初夏にはもう葉が枯れて

しまう植物にはこの他に、 イチリンソウやムラサ

キケマンなどがあります。

5月

青空を鯉のば りが泳 ぎ、木々の緑が濃 くなる5

月の連休には、多 くの人々が訪れます。カタクリ

は葉が枯れ、実が熟すのをまつ段階です。 しっか

り熟 して実が散 るのは中旬頃です。カタクリが毎

年掘 られて減少 していくので、実をとって今の場

所より上の方にまく努力がなされています。

フタリシズカはヒトリシズカはど多 くはありま

せんが、道から少 しはなれて横に入 って行 ったと

ころに数本ず切 たゝまってはえています。エビネ

や トチパニンジンも減ってきてはんの少 ししかあ

りません。

巴川の対岸のにしき荘付近には雑木林が多いの

で、コゴメウツギやッリバナなど飯盛山では見 ら

れない植物が多くあります。

(この原稿は、「足助飯盛山の花ごよみ」として

発行 した冊子から抜粋 して修正 ・加筆 したもので

す。)
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花 ごよみ (3～ 5月 に開花するもの )

月 4 6 記 事

ヤマ ネ コ ノ メ ツ ウ ネコノメリウと区別。ヤマは葉は丸く互生

カ タ ク リ リン茎からとれるのが本物の片栗粉

キクザキイチリンソウ キクザキイテゲ ともいう。花弁はなt

キ プ 雌雄異株。数珠をぶら下げたような花

ヤ マ ル  リ ツ ウ 花は淡いピンクからルリ色に変化する

タ チ ツ ボ ス ミ レ 野原でいちばんよく見かける

ヒ ト リ シ ズ カ 4枚の葉が茎にはぼ十文字につく

ソ メ イ ヨ シ ノ 葉の出る前に花を咲かせる

ン フ ン このあたりではジジバパという

リ ン ソ ワ 2輪 の花。ときどき大きな群落をつくる

ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ 踊子草より小。葉の間に小さい花をつける

ム ラ サ キ ケ マ ン 夏には枯れてなくなる

ジ ロボ ウエ ン ゴ サク 次郎坊は太郎坊 (ス ミレ)に 対する方言名

ヤ マ ザ ク ラ 少しピンクがかった花でおおわれている

イ ロ ハ モ  ミ ジ タカオカエデ。実はプロベラの形に2個 ずつ

マル ノ` コ ン ロン ソウ 自色席 状花をうナる 木陰回まえる越年草

ナ  ベ   ワ リ 毒のある葉をなめると舌が割れるという意味

ノ キ 雄花と唯花。葉には3本 の脈が目立つ

ヤ ブ キ 庭や垣根に植えられることが多t

マ ム シ グ サ ミズバショゥと同じサ トイモ科

ホ ウ チ ャ ク ソ ウ 風りんに似た緑花る山卵 の暗い所に多い

チ ユ リ 稚児ユリ。花が斜め下を向いて垂れる

カ ス ミ ザ ク ラ 咲く時期が遅い。ガクと花の柄に毛あり

ニ ガ イ テ ゴ 薬裏は粉白色。かく果は赤く熱す

ア キ 葉の裏は白い毛があって灰自色

ク ヌ ギ 直径 2初 ほどの実が 10月 におちる

ヤ マ ツ ッ ジ 赤色の花なのでよく目立つ

タ ニ ギ キ ョ ウ 山の本陰や湿ったところにはえる

ャ ブ ウ ッ ギ 全体に黄白色の柔毛が密生する。暗紅色の花

ヤ ブ デ  マ  リ 周辺の白い花は飾 り花で実はならなし

フ タ リ シ ズ カ 2本 の花の穂。二人静や五人静 も見られる

ツ リ ヽ ナ 葉のつけ根から10筋 以上の花柄を出す

ヒ メ ギ ヒメハギ科。蝶形の紫色の花を開く

タ  ツ ナ ミ ソ ウ 花を打ち寄せる波頭に見立てて立波草という

ニ セ ア カ シ ア ハリエンジュともいう。北米原産

コ ゴ メ ウ ツ ギ 小米空木。小さな花が枝先に集まって咲く

ス イ カ ズ
フ よい香 りの花を2個 ずつ葉のわきにつける

ナ コ ,ユ 鳴子ユリ。茎は丸く緑自色の花を垂 らす

サ サ リユ 葉が"に 似ているから。中部地方以西
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協 議 会 行 事 報 告

61.9.13～ 14 特別研修会 (環境指標生物 )

26名の参加で、環境指標の研修会をくらが り渓

谷 (額田町 )で 行いました。13日の年後は、大竹

さんと北岡さんの指導 で、男ナ|十の水生昆虫を調べ

ました。みんな子供のような顔をして川の中の虫

集め。しかし水生昆虫の名前はなかなか頭へ入ら

なかったようです。その夜は、東洋大学の大野正

男先生の環境指標生物の講義を受け、翌日野外実

習を行いました。観察会の指導にも役立つ内容で

あったかと思います。

61.11.3 段戸裏谷観察会 (視察研修 )

伊東仙治良Bさんの案内で、設楽町の段戸裏谷原

生林の観察を行いました。モミ、ブナなどの林は

まだ紅葉 していて、今年最後の秋色を楽 しんだこ

とです。裏谷を見た後は、黒田ダムまで車で行 き、

途中で人工林の伐採地、小湿原などを観察 しまし

た。 (参加約25名 )

61.11.24 理事会

12月に予定 されている臨時総会の議案である規

約の改正等について、最終の検討を行いました。

改正のねらいは、各組織のあり方を見直 し、協議

会の運営を円滑化 しようとするものです。検討結

果は、規約改正案 として総会案内とともに各会員

畑 布 しました。

61.12.8 臨時総会

議案 ……・規約の
一部改正、組織運営規程の制定、

経理規程の一部改正。各議案 とも修正意見が出さ

れ、細部について一部見直 しを行いました。 (出

席22名 )

なお、総会終了後、理事会を開 き、規程の内容

について調整 し、今後の進め方の検討を行いまし

た。

身近な自然のアンケート結果から

編集委員会では、この号の特集である身近な自

然 をまとめる参考 とするため、会員40名ほどにア

ンケー トを行いました。その一部 を次に紹介 しま

す。 (ア ンケー トとりまとめ結果は、回答者に後、

日送付しますが、他の希望者は佐藤まで御連絡 く

ださい。)

1 身近な自然 として大切なもの、特に保全の

あり方を考えねばな らぬ もの (複 数回答 )

。名次林-13  0社寺林 -11  0農 耕地
-5

0河 川一12   0海岸 -3   0た め池
-12

0都 市公園 -3 0街路樹 -2  。生垣等
-0

0家 か らの風景 -0

2 身近な自然が失われたり、管理が悪 くて残

念に思ったこと。

。雑木林の減少 -4  0林 へのゴミ投棄
-2

0林 床、マン トの手入  O河 チ11の護岸
-3

0河 川敷の利用方法   Oた め池の護岸

O湿地の減少、悪化  O宅地開発のあり方
-3

0ゴ ルフ場の建設   。農地の減少

O農地整備のあり方  O自然公園のあり方
-2

oシ カ、 カモシカの減少  O全般に自然が減る

3 身近な自然が大切な理由で重要なもの

Oや すらぎ-8  。子供の情操教育
-5

。環境保全4/FH-3  0生態系の維持
-2

0資源 として-3  0遊 びの場
-1

0水源かん養 -1  0人 工 との調和
-2

0共通の財産 として
-2  。その他 -3

4 協議会が行うべきこと

O観察会の内容、運営を工夫する
-3

0生活 と自然のかかわり方を伝える
-2

0自然体験 を伝える
-1  0巾 広い活動

-3

0関係機関へのはたらきかけ
-2

0身近な自然の実態把握
-3

0情報収集、保全策の研究
-3

0意見の言える会に
-1

0指導員の資質の向上
-2

0個 人個人が活動すること
-1

0息 の長 い活動
-1    0そ の他

-4

(回答者 22名 )
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行 事 案 内

1.4(日 )名古屋支部 自然観察会 (興正寺 )

9:30八事興正寺児童遊園集合 (午前中 )

「冬の植物の観察 」

19(金 )知多支部  例会 「62年度計画 」

18:00 阿久比町中央公民館

1.11(日 )奥三河支部  総会、懇親会

10:00  新城市内 「さかきや」

118(日 )東 三河支部 総会 14:00～ 17:00

豊橋市職員会館 (市役所南側 )

1.21(水 )名古屋支部 例会

18:30芸 術創造 センター (地 下鉄新栄 )

「ボーイスカウトの子供に接して」

1.24-25 西三河支部 総会

国民宿舎桑谷山荘  24日15時～

1.25(日 )尾 張支部  月例観察会 ・総会

9:00名 鉄善師野駅集合 年後総会

1.25(日 )知多支部  総会

10:30東 海市農業センター集合

2.1(日 )名古屋支部  自然観察会 (興正寺 )

9:30八事興正寺児童遊園集合 (年前中 )

「八事の森の探鳥」

2.8(日 )名古屋支部 自然観察会 ・総会

9:30庄内緑地公園グリーンプラザ (地下

鉄駅近く)総 会は 13:tXlから   、

2.8(日 )東三河支部 自然観察会 (豊橋公園)

10:00美術博物館前集合 (午前中 )

213(金 )知多支部  例会

18:00阿久比町中央公民館

「知多の自然変化 J

2,18(水 )名古屋支部 例会

18:30 名古屋市教育館

「川の観察について」

2.22(日 )知多支部  観察会 「冬芽の観察 J

10:00阿久比町中央公民館前集合

せ知お

軸 退 >

鈴木弘之 (名古屋市 )

松沢敬子 (岡 崎 市 )

動移員

O自然観察指導員の登録は、 3年 ごとに寅新する

こととなってお りますが、62年3月 は、鳳来町学

童農園で講習会を受けた方等が対象 となります。

( 7 紘2 7 0 0 ～3 4 0 0 )

登録のための用紙は、 1月 ごろ本人宛に日本自

然保護協会から送 られてくる予定です。 3月 に入

っても用紙が来ない場合 は、事務局へ御連絡 くだ

さt 。`

本年更新する手続がなされていない場合 も事務

局へ御連絡ください。用紙がなければお送 りしま

す。

前 号 の 訂 正

前号に次の誤 りがありましたのでお佗びして訂

正いたします。

ユ 6左  葦毛の 自然観察

(S57～ 側年度版 )→ (S硝 ～ )

B8右  17行目 カタクリの盗掘日

4 2 -→ 3 30

ユ13上  大竹 勝 (会員 )→ (会長 )

「

～ ～ ～ ～ ~      ～ ~~~

】立つ機関紙 とするためにも会員の皆様のアイ

|デ アや原稿が欠かせません。また、編集委員

編集事務局 :名古屋市名東区香南 1の 101

県営住宅 7-511(渡 並喜一部 )転 出
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